


刊
行
に
あ
た

っ
て

江
澤

「
ス
マ
ト
ラ
新
聞
」
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
中
の
日
本
軍
政
下
、
現
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島

・
パ
ダ

ン
で
発
行
さ
れ
て
い
た
邦
字
紙
で
あ
る
。
「昭
南
新
聞
会
」
（同
盟
通
信
社
と

一
二
の
有
力
地
方
紙
が
設
立
）
に
よ

り

一
九
四
三
年
六
月
八
日
に
創
刊
さ
れ
、
四
五
年
八
月
の
敗
戦
の
頃
ま
で
お
よ
そ
六
五
〇
号
が
発
行
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
陸
海
軍
の
指
示
に
よ
り
東
南
ア
ジ
ア
で
発
行
さ
れ
て
い
た
邦
字
紙
の
多
く
は
、
欠
号
が
あ

る
と
は
い
え
今
日
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
復
刻
版
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
マ
ト
ラ
新
聞
は
戦
後

そ
の
存
在
が
確
認
で
き
ず
、
「幻
の
新
聞
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
二
〇

一
六
年
、
該
紙
の

一
部

一
九
四

三
年

一
〇
月

一
日
か
ら
四
四
年

一
月
二
〇
日
ま
で
の
約
四
か
月
間
、
九
四
号
分
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
図
書
館

で
発
見
さ
れ
た
。

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
第

一
〇
項
で
捕
虜
虐
待
な
ど
の
戦
争
犯
罪
人
を
厳
し
く
処
罰
す
る
こ
と
が
謳
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
免
れ
る
た
め
敗
戦
前
後
軍
命
令
で
彩
し
い
書
類
が
焼
却
さ
れ
、
ス
マ
ト
ラ
新
聞
も
同
様
の
運
命
を

た
ど

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ス
マ
ト
ラ
新
間
が

「幻
」
で
あ
っ
た
理
由
に
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
が
人

口
の
少
な
い
島
で
あ
り
、
「周
縁
」
の
出
来
事
に
人
々
の
目
が
注
が
れ
に
く
か
っ
た
こ
と
や
、
保
存
を
担
う
ベ

き
主
体
で
あ
る
同
盟
通
信
社
が
戦
後
解
散
し
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
新
聞
の
保
存
状
態
は
良
い
と
は
言
え
な
い
が
、

さ
ら
な
る
発
見
が
望
め
そ
う
に
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
度
復
刻
に
踏
み
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
版

一
日
二
頁
の
第

一
面
は
、
発
行
の
中
心
母
体
で
あ
る
同
盟
通
信
社
の
配
信
に
よ
る
戦
況
の

記
事
が
多
く
、
例
え
ば
四
三
年

一
一
月
六
日
は

「大
東
亜
会
議
」
関
連
が
ト
ッ
プ
記
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
会
議
に
招
か
れ
な
か
っ
た
の
で
、
出
席
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
邦
字
紙
マ
ニ
ラ
新
聞
が

一
一
月
五

日
か
ら
写
真
入
り
で
大
々
的
に
報
じ
て
い
る
の
と
比
べ
れ
ば
地
味
な
扱
い
と
言
え
る
。
こ
れ
は
ジ
ャ
ワ
島
で
発

行
さ
れ
て
い
た
邦
字
紙
ジ
ャ
ワ
新
聞
の
場
合
も
同
様
で
あ
り
、
現
地
事
情
に
配
慮
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
一暴
面
に
は
ス
マ
ト
ラ
地
方
版
と
も
言
う
べ
き
記
事
も
あ
り
、
東
条
英
機
首
相
が
帝
国
議
会
演
説
で

「蘭
印
」
住
民
の
政
治
参
与
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、　
一
一
月
九
日
に
は

「原
住
民
政
治
参
与

ス
マ
ト
ラ

に
も
実
施
」
、　
〓

一日
に
は

「政
治
参
与
第

一
歩
を
踏
み
出
す

参
議
会
構
成
決
る
」
、　
三
二
日

「
ア
チ
エ
は
旗

の
波

吉
報
に
狂
喜
」
、　
三
ハ
日
に
は

「ミ
ナ
ン
カ
バ
ウ
参
政

感
謝
の
爆
発
」
と
掲
載
し
て
い
る
。
そ
し
て

一
二

月
三
日
に
は

「参
政
の
重
責
果
さ
ん

各
州
議
員
定
数
決
る
」
と
あ
り
、
州
参
議
会
の
参
議
員
定
数
を
公
表
し

て
い
る
。
し
か
し
、
見
せ
か
け
だ
け
の
政
治
参
与
で
は
統
治
が
立
ち
行
か
な
く
な
り
、
四
四
年
九
月
小
磯
国
昭

首
相
が

「蘭
印
」
に
対
す
る
将
来
の
独
立
を
容
認
す
る
旨
の
声
明
を
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
マ
ト
ラ
新
間
は
今
ま
で
明
か
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
日
本
軍
政
下

「大
東
亜
共
栄
圏
」
内
ス

マ
ト
ラ
の
情
況
を
伝
え
て
お
り
、
ス
マ
ト
ラ
の
軍
政
史
ば
か
り
か
、
ジ
ャ
ワ
な
ど
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
内
の
他
地
域
、

ひ
い
て
は
東
南
ア
ジ
ア
の
歴
史
を
再
考
察
す
る
際
の
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

江
澤

誠
　
一
九
四
九
年
生
ま
れ
。
評
論
家
、
環
境
学
博
士
。
近
書
＝
『脱
「原
子
カ
ム
ラ
」
と
脱
「地
球
温
暖
化
ム
ラ
」
い
の
ち
の

た
め
の
思
考
へ
Ｌ
（新
評
論
二
〇
一
一し
『地
球
温
暖
化
問
題
原
論
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
専
門
家
集
団
の
誤
謬
安
新
評
論
二
〇
一
こ

軍
政
、
戦
犯
裁
判
研
究
の
重
要
資
料
「
ス
マ
ト
ラ
新
聞
」
内

海

愛

子

夏

女
学
園
大
学
名
誉
量

「
ス
マ
ト
ラ
新
聞
」
は
第
二
五
軍
の
軍
政
監
部
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
ブ
キ
テ
ィ
ン
ギ
に
移

っ
て
き
た
直
後
に
発
刊
さ
れ
た
。
ス
マ
ト
ラ
軍
政
を
知
る
た
め
の

一
級
資
料
で
あ
る
。　
一
面
の

同
盟
通
信
の
配
信
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
マ
ト
ラ
で
の
軍
政
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

記
事
が
注
目
さ
れ
る
。

戦
後
、
第
二
五
軍
軍
政
監
部
は

「組
織
テ
ロ
団
体
」
と
し
て
訴
追
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
メ
ダ

ン
法
廷
で
裁
か
れ
て
い
る
。
軍
司
令
官
の
田
辺
盛
武
中
将
を
は
じ
め
、
谷
萩
参
謀
長
　
山
本
経

理
部
長
、
深
谷
軍
医
部
長
の
四
人
に
死
刑
判
決
が
下

っ
た
。
ス
マ
ト
ラ
全
域
に
わ
た
る
軍
政
関

係
、
憲
兵
隊
関
係
、
抑
留
所
関
係
な
ど
の
最
高
責
任
者
と
し
て
の
責
任
が
追
及
さ
れ
た
。
判
決

は

一
九
四
九
年
六
月

一
一
日
、
オ
ラ
ン
ダ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
撤
退
す
る
前
の
最
後
の
裁
判

で
あ
る
。
死
刑
は
執
行
さ
れ
た
。
軍
政
監
部
を

「組
織
的
テ
ロ
団
体
」
と
規
定
し
た
背
景
に
ど

の
よ
う
な

「事
件
」
が
あ

っ
た
の
か
。
「
ス
マ
ト
ラ
エ
作
」
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
ス
パ
イ
活

動
の
摘
発
が
あ
り
、
こ
れ
が
戦
後
、
裁
か
れ
て
い
る
こ
と
は
鈴
木
正
夫
氏
が
指
摘
し
て
い
る

名
幻
の

「
ス
マ
ト
ラ
新
聞
Ｌ

新
聞
通
信
調
査
会
報
　
平
成
七
年
六
月

一
日
）
。

こ
の
事
件
を
は
じ
め
メ
ダ
ン
法
廷
で
裁
か
れ
た
事
件
は
五
九
件
に
の
ぼ
る
。
戦
後
、
ス
マ
ト

ラ
で
は
再
占
領
し
た
蘭
印
軍
に
た
い
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
独
立
を
求
め
て
闘

っ
て
お
り
、

一
九
四
九
年
に
は
各
地
で

「暴
動
」
が
お
こ
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
日
本
人
が
軍
政
の
間
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
人
に
反
蘭
感
情
を
扇
動
し
た
た
め
だ
と
、
オ
ラ
ン
ダ
側
の
日
本
人
に
対
す
る
憎
悪
感

情
は
極
点
に
達
し
て
い
た
。
そ
の
感
情
が
戦
犯
裁
判
に
集
中
し
て
い
た
と
い
う
。
日
本
の
軍
政

が
問
わ
れ
た
の
で
あ
る

（巣
鴨
法
務
委
員
会
編

『戦
犯
裁
判
の
実
相
』

一
九
五
二
年
）
。

今
回
、
復
刻
さ
れ
た

「
ス
マ
ト
ラ
新
聞
」
は
、
軍
政
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ラ
ン
ダ
戦
犯
裁

判
の
研
究
に
も
重
要
な
情
報
を
与
え
て
く
れ
る
。



●

「政
治
参
与
発
表
の
日
」
の
記
事

（昭
和

一
八
年

一
一
月

一
三
日
）
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艦修・解題]江澤 誠 ■定価 :本体35,000円 +税 却半J上製 ISBN978-4-843351277C30002017年4月刊行予定

スマ トラ新聞は、昭南新聞会によってスマ トラ島のパダンで1943年 6月 8日 に創刊された邦字紙である。通常は表裏 2頁が 1日 分で、

その内容は戦況報告、内地の動向、国際情勢のほか、スマ トラのさまざまな動向を報じており、軍政下の現地の状況を知るためには

不可欠な史料となっている。しかし現存部分が極めて少なく、その全貌は現在も明らかにされていない (1945年 までに約650号が発行さ

れていたと言われている)。 そのような中、2016年 にインドネシア国立図書館で、1943年 10月 1日 から1944年 1月 20日 の合計94号分が新た

に確認された。本書は向後の研究に資するべく、その94号分にあわせ、個人所蔵の1944年 4月 28日 の 1号分を復刻するものである。

鰊「幻の新聞」と言われた『スマトラ新聞』のうちインドネシア国立図書館所蔵の1943年 10月

1日から1944年 1月 20日までの94号を復刻。さらに、1944年4月 28日号を併載。

鰊軍政下スマトラに関する貴重rJ情報を含む。

黎日本の敗戦、戦

`E、

インドネシア独立など、戦後に続くインドネシア史につながる史料。

毎日新聞外地版
[監修・編集]坂本悠一

昭和前期、朝鮮、満洲 。大陸、

されていた毎日新聞「外地版J

亥J。

朝日新聞外地版

朝日新聞外地版 間で見る戦時上海の文化総覧Ⅱ
全37巻

[監修]金丸裕―

[監修・編集]坂本悠一 全68巻・別巻 1

昭和10年 12月 1日 から同20年 までの外地の地方版 (朝 日新聞西部

本社所蔵)を集成。朝鮮、満洲、中国、台湾などの各版ごとを年

代別に編纂収録c ●揃定価 :本体2,285,000円 十税

[監修・編集]坂本悠一

1915年～1935年 までの朝日新聞大阪本社版「朝鮮版」に、1933年

～1935年までの朝日新聞大阪本社版「満洲版J「台湾版」を合わせ

て収録。 ●揃定価 :本体1,295,000円 +税

大陸新報

全344リ ール

■縮扁」版 全208巻

台湾民報
マイクロフイルム版 35mmポジティブロール  全ヨ0リ ー クレ

明治33年から同37年 まで発行された日本語日刊紙。在野の新聞と

して、総督府の官吏の腐敗や綱紀の緩み等を厳しく糾弾。台湾総

督府の動向を知る貴重な史料。 ●揃定価 :本体290,000円 十税

一「大陸新報」文芸文化記事細目 全3巻

[編著]大橋毅彦ほか 収録件数およそ28,500件 。戦時 L海におけ

る文化動向を鳥腋すべく編まれた上海発行の日本語日刊新聞「大

陸新報」の文芸文化記事判1目 。  ●揃定価 :本体100,000円十税

日 本 人 の 海 外 活 動 に 関 す る 歴 史 的 調 査

[監修]小林英夫 シリーズ戦後処理とアジア第 I期 金23'巻
アジアに対する日本の植民地支配及び侵略に対する戦後最初の総

括。敗戦直後の日本がどのような認識によってアジアを捉えてい

たのかを知り得る基礎資刑。  ●揃定価 :本体468,000円 十税

台湾日日新報
全84;巻  .マイクロフイルム版(35mmポジティブロール)

台湾で発行され、西部本社に保存

(1926年 12月 ～1944年 9月 )を復

●揃定価 :本体2,940,000円 +税

●揃定価 :本体4,966,021円十税

●揃定価 :本体5,824,000円 十税

マイクロフイルム版

35mmポジティブロール

全23リ ール+別巻2巻
1939年 1月 1日 ～1945年 9月 10日 までの日中両国の動向を詳細に記

録。上海をはじめ、華中地域における数少ない邦字新聞資利。

●揃定価 :本体1,027,000円 十税 (分売不可 紀伊國屋書店専売)

〒1010047

東京都千代田区内神田2-76
丁EL 03(5296)0491
FAX 03(5296)0493
http://www yumanicoJp/
e― ma‖ elgyOu@yuman cojp

※毎度ありがとうございます。お中し込みはぜひ当店へ。

1703/017000ヽ

ゆまに書房 Te o3(5296)0491/Fax 03(5296)0493 年 月 日

スマトラ新聞 全1巻

●定イ面35,000円 +税 ISBN978-4-8433-5127‐ フC3000


